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　「食と心の教育の関連」を探究していくにあたり，平成１２年１１月，鹿児島市にあり，進学率

の高い２校と就職率の高い３校，合計５校の高校２年生１，３２０ 名を対象に多方面からのアン

ケート調査を実施し継続研究を行っている。

　本研究は第５報として，その続報として高校生の「人間教育受容意識」および「孤食に対す

る抵抗意識の有無」と性格との関連を検討したので報告する。今後続けて社会人の分析および

世代別の比較検討などを深め，心の教育と望ましい食生活の指導に役立てたい。
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蠢．はじめに

　本研究は，「食と心の教育の研究」～健康におよぼす食物栄養学的・心理学的・哲学的影響

～と称して，平成１１年～１４年の４年間「日本学術振興会科学研究費補助金」のもとに行われた

研究の一部である。

　少子化および高齢化がすすむ中，我が国では，ライフスタイルの多様化に伴い，人が生きて

いくうえで欠くことの出来ない食生活は大きく変化し，各年齢層別に多くの問題を抱えている。

特に，２１世紀をになう児童・生徒・学生達の食状況の課題は山積している。その背景には，個

人の「性格」，ライフスタイルの多様化に伴う「食および生活の意識・行動」の変化，高度成

長による物質的豊かさから生じた「生き甲斐・人生観・結婚観」などの変化があると考えられ

る。

　それゆえ，本研究は，既述の「食と心の教育の研究」を大きなテーマに掲げ，現代日本人が

抱える食環境の問題点を明確にして，「食」の意味を「頭の教育」だけでなく，「心の教育」を
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通して解決の糸口を見つけることを最終目的としているが，本学「短期大学研究紀要第３２号，

２００２年発行，第３３号２００３年発行」で「アンケート調査にみる高校生の気質」「高校生の不満・

悩みと性格との関連」「現在の目標と性格との関連」を報告した。これに引き続き今回は，高

校生の「人間教育受容意識と性格との関連」および「孤食に対する抵抗意識の有無と性格との

関連」について検討したので結果を報告する。

Ⅱ．対象および方法

盧　質問紙の作成

　　項目の選定：

　本研究は，科学研究費補助金「食と心の教育の研究」と称して，継続共同研究で実施中の

「『食と心の関連』についてのアンケート調査」を１０領域・１４４項目にわたって実施した。その

うち，Ⅰ．現状についての領域中，質問項目⑧「あなたは，学校教育中で，『人間の生き方』

を学んでいると思いますか，Ⅱ．食に対する意識の領域中，質問項目⑩「あなたは，ひとりで

食事をすることに抵抗がありますか」とⅨ．性格の領域（質問項目①～瀋）にしぼり両者の関

連について解析を行った。

　性格についての３５項目は「クレッチマー性格テスト（滝沢清人「深層心理テスト」）からの

項目を，さらに７タイプ（タイプＡ～Ｇ）に分類したものを使用した。

　なお，他の領域については，共同研究者の花木秀子が報告する予定である。

盪　調査対象

　回答者の属性を表１に示す。鹿児島市にある，進学率１００％の進学校２校の２年生６１６名，進

学率１７％で就職希望者が多い混合校の３校７０４名，性別でみると男子６２５名，女子６９５名，合計

１，３２０名を対象に実施した。

蘯　調査期間　　平成１２年１１月実施
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単位：人表１　回答者の属性（男女高校生）　　

合　計

就　職　校
n=704

進　学　校
n=616項　　目

カテゴリー
Ｅ校Ｄ校Ｃ校Ｂ校Ａ校

６２５１９５１１１４１４９１６６男　子

６９５１０６１１７１７１１３６１６５女　子

１３２０３０１２２８１７５２８５３３１合　計



盻　アンケートの配布・回収方法

　事前に，それぞれの高校に電話による研究主旨説明および協力依頼をし，調査用紙を持参し，

留置法および集合法による自記入方式でアンケート調査を実施した。記入終了後回収をお願い

し，郵送による受領を行った。１，４５０枚配布し，回収率９２．０％，１，３２０枚の有効標本で，有効数

９１．０％であった。

眈　分析方法

　　結果の分析：

　有効標本数１，３２０ 名を対象に，男子高校生・女子高校生に層別化した。なお，「人間教育受容

意識と性格との関連」は表３に示すように，学校教育の中で『人間の生き方』を「学んでいる」

と答えたものを「認識群ｎ＝２５６」，「いいえ」と答えたものを「無認識群ｎ＝３９１」の２群に分

類して総数６４７名を基準変数とした（「どちらともいえない」と答えたｎ＝６７３は，今回割愛した）。

　「孤食に対する抵抗意識の有無と性格との関連」は表４にあげたように，「ひとりで食事をす

ることに抵抗が「非常にある」と「少しある」と答えたものを「抵抗群」とし，「ほとんどな

い」と「全くない」と答えたものを「無抵抗群」とし２群に分類して基準変数とし，今回の解

析領域であるⅨ．「性格」との関連を比較検討した。

　性格については，各性格項目が「ピッタリ」と「まあまあ」と答えたものは「傾向有」とし，

「どちらとも違う」と「違う」といい切っているものを「傾向無」とし，同じく２群に分けて

基準変数とした。

　データー入力には，統計ソフト「ＳＴＡＴＩＳＴＩＣＡ」・「ＥＸＣＥＬ」・「ＳＰＳＳ」を用

い，「人間教育の受容意識」・「孤食に対する抵抗意識の有無」と性格との独立性についてのピ

アソンのχ２ 検定を行い，カテゴリーに５未満のセルがあった場合は統計解析の検討項目から

割愛した。基礎データの数値は，すべて小数第２位で四捨五入して表記し，χ２検定の値は小

数第３位まで表記し，それを★印に変換してあらわしている。結果数値（％）は，小数第２位

で四捨五入したので，内訳の合計が１００ ％に一致しないこともある。

Ⅲ．結果と考察

　今回使用した性格の瀋項目，「クレッチマー性格テスト（滝沢清人「深層心理テスト」）を表

２に示した。　

　盧「人間教育の受容意識」（認識群と無認識群の２群別）と「性格」（傾向有と傾向無の２群）

の関連結果を表３に，盪「孤食に対する抵抗意識の有無」（抵抗群と無抵抗群の２群化）と「性

格」（傾向有と傾向無の２群）の関連結果を表４にまとめた。表３と表４に関しては，性格の

全項目掲載を省き，独立性検定の結果有意な関連がみられた項目だけをまとめた。表内の独立

性の検定結果は，★印で表し★Ｐ＜０．０５，★★Ｐ＜０．０１，★★★Ｐ＜０．００１ で表記した（以下

全て，これに従う）。
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表２　クレッチマーの性格類型テスト

　　  　　次の質問に対して，自分の事を考えて，
　　 　ピッタリと思うものに◎，まあまあと思うものに○を，
　　　 どちらとも言えないものに△，違うと思うものに×印を（　 　）につけなさい。

　　　（　　　）　　１． 世話好きで，頼まれると気軽に引き受ける。
　　　（　　　）　　２． 人に従うのが嫌いで，自分を主張し実行する。
　　　（　　　）　　３． 粘り強く，何かを始めると夢中になる。
　　　（　　　）　　４． 自分のすることに自信がない。
　　　（　　　）　　５． おおぜいの人がいる所にいるのを好まない。
　　　（　　　）　　６． 思ったことでも，なかなか実行出来ない。
　　　（　　　）　　７． 派手好きで流行に敏感である。
　　　（　　　）　　８． あけっぴろげで陽気である。
　　　（　　　）　　９． 何でも大きなことが好き。
　　　（　　　）　　１０． 几帳面できちんとしていないと気がすまない。
　　　（　　　）　　１１． 身体の具合に敏感で，健康状態が気になる。
　　　（　　　）　　１２． 真面目であまり冗談など言ったりしない。
　　　（　　　）　　１３． 小さなものや弱いものをかわいがる。
　　　（　　　）　　１４． 人におだてられると，その気になりやすい。
　　　（　　　）　　１５． とりこし苦労をしてふさぎ込みがちになる。
　　　（　　　）　　１６． 楽なことより困難なことや冒険を好む。
　　　（　　　）　　１７． 何の原因もなく，急に不機嫌になることがある。
　　　（　　　）　　１８． 気になったことが頭から離れず，苦しむ。
　　　（　　　）　　１９． 人と変わった偏屈なところがある。
　　　（　　　）　　２０． 依頼心が強い。
　　　（　　　）　　２１． 何かに憧れたり，空想にふけったりする。
　　　（　　　）　　２２． 過去にとらわれず，現実に従った考え方をする。
　　　（　　　）　　２３． 人に頼らず何でも自分で決めてしまう。
　　　（　　　）　　２４． がまん強いが，たえられないで爆発する。
　　　（　　　）　　２５． ちょっとしたことにも，ひどく敏感である。
　　　（　　　）　　２６． 現実よりも理想を重んじる。
　　　（　　　）　　２７． 優柔不断のほうである。
　　　（　　　）　　２８． 自分の力以上のことを望むほうである。
　　　（　　　）　　２９． 自分のことを，平気で人に任せておける。
　　　（　　　）　　３０． 他人を自分のペースに巻き込む。
　　　（　　　）　　３１． 礼儀正しいが，堅苦しく窮屈なほうである。
　　　（　　　）　　３２． 人に気がねして，噂を気にする。
　　　（　　　）　　３３． 人のことを気にせず，思った通り実行する。
　　　（　　　）　　３４． 目上の者や権威のある者のいうままになる。
　　　（　　　）　　３５． 人がうらやましく，ねたましいと思うことがある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢清人「深層心理テスト」より
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表３　人間教育受容意識と性格との関連

χ2

女子　ｎ=３３１

χ2

男子　ｎ=３１６

χ2

総計　ｎ=６４７

項目・カテゴリー
無認識群
ｎ=１９０

認 識 群
ｎ=１４１

無認識群
ｎ=２０１

認 識 群
ｎ=１１５

無認識群
ｎ=３９１

認 識 群
ｎ=２５６

％度数％度数％度数％度数%度数%度数

粘り強く，何かを始めると夢中になる． 　　　Ｃタイプ（粘着性）

　
５７．９１１０６８．８９７

★
６２．２１２５７３．９８５

★★
６０．１２３５７１．１１８２傾向有

４２．１８０３１．２４４３７．８７６２６．１３０３９．９１５６２８．９７４傾向無

几帳面で，きちんとしていないと気がすまない． 　　　同　上

　
４１．１７８４９．６７０

　
４１．８８４５２．２６０

★
４１．４１６２５０．８１３０傾向有

５８．９１１２５０．４７１５８．２１１７４７．８５５５８．６２２９４９．２１２６傾向無

何の原因もなく，急に不機嫌になることがある． 　　　同　上

★
５５．８１０６４１．１５８

★
４４．３８９３０．４３５

★★★
４９．９１９５３６．３９３傾向有

４４．２８４５８．９８３５５．７１１２６９．６８０５０．１１９６６３．７１６３傾向無

身体の具合に敏感で，健康状態が気になる． 　Ｄタイプ（過敏性）

★
３７．４７１５０．４７１

★
４２．８８６５７．４６６

★★★
４０．２１５７５３．５１３７傾向有

６２．６１１９４９．６７０５７．２１１５４２．６４９５９．８２３４４６．５１１９傾向無

人と変わった偏屈なところがある． 　　　　　Ｅタイプ（内閉性）

★
５７．９１１０４４．０６２

★★★
６２．２１２５４０．９４７

★★★
６０．１２３５４２．６１０９傾向有

４２．１８０５６．６７９３７．８７６５９．１６８３９．９１５６５７．４１４７傾向無

小さなものや弱いものをかわいがる． 　　　　Ｆタイプ（受動性）

　
５２．１９９５９．６８４

★
４７．８９６６０．９７０

★
４９．９１９５６０．２１５４傾向有

４７．９９１４０．４５７５２．２１０５３９．１４５５０．１１９６３９．８１０２傾向無

目上の者や権威のある者のいうままになる． 　　　同　上

　
２４．７４７２８．４４０

★
２８．９５８４２．６４９

★
２６．９１０５３４．８８９傾向有

７５．３１４３７１．６１０１７１．１１４３５７．１６６７３．１２８６６５．２１６７傾向無

Ｐ<０．０５★，　　Ｐ<０．０１★★，　　Ｐ<０．００１★★★
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表４　孤食に対する抵抗意識の有無と性格との関連

χ2

女子　ｎ=６９５

χ2

男子　ｎ=６２５

χ2

総計　ｎ=１３２０

項目・カテゴリー
無抵抗群
ｎ=３７６

抵 抗 群
ｎ=３１９

無抵抗群
ｎ=４２３

抵 抗 群
ｎ=２０２

無抵抗群
ｎ=７９９

抵 抗 群
ｎ=５２１

％度数％度数％度数％度数%度数%度数

世話好きで，頼まれると引き受ける．　　　　　Ａタイプ（同調性）

　
６５．７２４７７０．８２２６

★★
５６．３２３８６９．３１４０

★★★
６０．７４８５７０．２３６６傾向有

３４．３１２９２９．２９３４３．７１８５３０．７６２３９．３３１４２９．８１５５傾向無

過去にとらわれず，現実に従った考え方をする．　　　同　上

　
３７．２１４０３２．６１０４

　
４４．４１８８３８．１７７

★
４１．１３２８３４．７１８１傾向有

６２．８２３６６７．４２１５５５．６２３５６１．９１２５５８．９４７１６５．３３４０傾向無

他人を自分のペースに巻き込む．　　　　　　　Ｂタイプ（能動性）

★
３５．１１３２２７．６８８

　
３３．１１４０４１．１８３

　
３４．０２７２３２．８１７１傾向有

６４．９２４４７２．４２３１６６．９２８３５８．９１１９６６．０５２７６７．２３５０傾向無

粘り強く，何かを始めると夢中になる．　　　　Ｃタイプ（粘着性）

★★
５７．２２１７６７．７２１６

　
６５．５２７７７２．８１４７

★★
６１．８４９４６９．７３６３傾向有

４２．３１５９３２．３１０３３４．５１４６２７．２５５３８．２３０５３０．３１５８傾向無

几帳面で，きちんとしていないと気がすまない．　　　同　上

★
３９．４１４８４７．６１５２

★
４４．９１９０５５．９１１３

★★
４２．３３３８５０．９２６５傾向有

６０．６２２８５２．４１６７５５．１２３３４４．１８９５７．３４６１４９．１２５６傾向無

礼儀正しいが，堅苦しく窮屈な方である．　　　　　　同　上

　
１４．１５３１７．２５５

★
２１．７９２２９．７６０

　
１８．１１４５２２．１１１５傾向有

８５．９３２３８２．８２６４７８．３３３１７０．３１４２８１．９６５４７７．９４０６傾向無

身体の具合に敏感で，健康状態が気になる． 　　Ｄタイプ（過敏性）

★★★
３５．４１３３４８．６１５５

★★★
４２．３１７９５７．４１１６

★
３９．０３１２５２．０２７１傾向有

６４．６２４３５１．４１６４５７．７２４４４２．６８６６１．０４８７４８．０２５０傾向無

ちょっとしたことにも，ひどく敏感である．　　　同　上

　
５７．７２１７６０．２１９２

★
４５．６１９３５５．６１１１

★
５１．３４１０５８．２３０３傾向有

４２．３１５９３９．８１２７５４．４２３０４５．０９１４８．７３８９４１．８２１８傾向無

人に気がねして，うわさを気にする．　　　同　上

　
６４．６２４３７０．８２２６

　
６０．３２５５６７．８１３７

★★
６２．３４９８６９．７３６３傾向有

３５．４１３３２９．２９３３９．７１６８３２．２６５３７．７３０１３０．３１５８傾向無

人のことを気にせず，思った通り実行する．　　Ｅタイプ（内閉性）

　
２４．７９３２４．５７８

★
３５．２１４９２４．８５０

★
３０．３２４２２４．６１２８傾向有

７５．３２８３７５．５２４１６４．８２７４７５．２１５２６９．７５５７７５．４３９３傾向無

小さなものや弱いものをかわいがる． 　　　　　Ｆタイプ（受動性）

　
５４．３２０４５６．４１８０

★★★
４５．９１９４６２．９１２７

★★
４９．８３９８５８．９３０７傾向有

４５．７１７２４３．６１３９５４．１２２９３７．１７５５０．２４０１４１．１２１４傾向無

目上の者や権威のある者のいうままになる． 　　　　　同　上

　
２６．３９９３１．０９９

★
２９．１１２３３９．１７９

★
２７．８２２２３４．２１７８傾向有

７３．７２７７６９．０２２０７０．９３００６０．９１２３７２．２５７７６５．８３４３傾向無

人におだてられると，その気になりやすい．　　Ｇタイプ（自己顕示性）

★★
６１．２２３０７１．５２２８

★★
５５．３２３４６７．８１３７

★★★
５８．１４６４７０．１３６５傾向有

３８．８１４６２８．５９１４４．７１８９３２．２６５４１．９３３５２９．９１５６傾向無

人がうらやましく，ねたましいと思うことがある．　　同　上

　
６３．６２３９６５．５２０９

★★
５４．４２３０６６．３１３４

★★
５８．７４６９６５．８３４３傾向有

３６．４１３７３４．５１１０４５．６１９３３３．７６８４１．３３３０３４．２１７８傾向無

Ｐ<０．０５★，　　Ｐ<０．０１★★，　　Ｐ<０．００１★★★



盧　「人間教育受容意識と性格」との関連検討

　Ⅸ．「性格」領域３５項目のうち，「人間教育の受容意識」と有意な関連が認められたのは，表

３の示す通り７項目のみである。

　『粘り強く，何か始めると夢中になる』では，総数と男子に有意な関連性が認められ，いず

れにおいても「認識群」「無認識群」ともに，「傾向有」が多く，６０．１％～７３．９％を示し，総数

では１１．０％，男子では１１．７％と「認識群」が高い傾向にあった。

　『几帳面で，きちんとしていないと気がすまない』では，総数のみに有意な関連が認められ

る。「認識群」では，「傾向有」が僅かに多いが，ほとんど差はみられない。「無認識群」では，

「傾向無」が多く，９．４％高い。

　『何の原因もなく，急に不機嫌になることがある』では，総数と男子および女子で有意な関

連が認められる。総数と男子では，「認識群」「無認識群」ともに，「傾向無」が多く，５０．１％～

６９．６％を示し，総数では１３．６％，男子では１３．９％と「認識群」が高い傾向にあった。女子では、

「認識群」に「傾向無」の傾向が多く１４．７％高い，「無認識群」の方は「傾向有」の傾向が多

く，同じく１４．７％高かった。

　『身体の具合に敏感で，健康状態が気になる』では，前項同様，総数と男子および女子で有

意な関連が認められる。ともに「認識群」では「傾向有」が多く，５０．４％～５７．４％を示し，総

数では１３．３％，男子では１４．６％，女子では１３．０％高い傾向にあった。

　『人と変わった偏屈なところがある』でも，総数と男子および女子で有意な関連がみられる。

総数と男子および女子いずれでも「無認識群」で「傾向有」が多く，５７．９％～６２．２％を示し，

総数で１７．５％，男子で２１．３％，女子で１３．９％高い傾向にある。

　『小さいものや弱いものをかわいがる』では，総数と男子に有意な関連がみられる。ともに

「認識群」では６０．２％，６０．９％を示して「傾向有」が多く，総数で１０．３％，男子で１３．１％高い

傾向にある。

　『目上の者や権威のある者のいうままになる』では，総数と男子に有意な関連が認められる。

ともに「傾向無」が多く，総数では７．９％，男子では１４．０％高いといえる。（Ｐ値は，表３を参

照）

盪　「孤食に対する抵抗意識の有無と性格」との関連検討　

　Ⅸ．「性格」領域３５項目のうち，「孤食に対する抵抗意識の有無」と有意な関連が認められた

のは，表４の示す通り１４項目である。

　『世話好きで，頼まれると気楽に引き受ける』では，総数と男子に有意な関連性が認められ，

いずれにおいても「抵抗群」「無抵抗群」ともに，「傾向有」が多く，５６．３％～７０．２％を示し，

総数では９．５％，男子では１３．０％と「抵抗群」が高い傾向にある。

　『過去にとらわれず，現実にそった考え方をする』では，総数のみに有意な関連性が認めら

れ，「抵抗群」「無抵抗群」ともに，「傾向無」が多く，抵抗群が６．４％高い。

　『他人を自分のペースに巻き込む』では，女子のみに有意な関連性が認められ，「抵抗群」「無

抵抗群」ともに，「傾向無」が多く，抵抗群の方が７．５％高い傾向にある。

　『粘り強く，何かを始めると夢中になる』では，総数と女子に有意な関連性が認められ，「抵
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抗群」「無抵抗群」ともに，「傾向有」が多く，５７．２％～６９．７％を示し，総数では７．９％，女子で

は１０．５％と「抵抗群」の方が高い。

　『几帳面で，きちんとしていないと気がすまない』では，総数と男子および女子で有意な関

連が認められる。総数と男子では，いずれも「抵抗群」で「傾向有」が多く，それぞれ８．６％，

１１．０％と抵抗群が高い。「無抵抗群」で「傾向無」が多く，８．２％，１１．０％「無抵抗群」が高い。

女子では，「抵抗群」「無抵抗群」ともに，「傾向無」が多く，「無抵抗群」が８．２％高い傾向に

ある。

　『礼儀正しいが，堅苦しく窮屈な方である』では，男子のみに有意な関連性が認められ，「抵

抗群」「無抵抗群」ともに，「傾向無」が多く，７０．３％～８１．９％を示し，８．０％「無抵抗群」が高

い傾向にある。

　『身体の具合に敏感で，健康状態が気になる』では，総数と男子および女子全ての層に有意

な関連性が認められる。総数と男子いずれも「抵抗群」に「傾向有」が多く，１３．０％，１５．１％

「抵抗群」が高い傾向にある。「無抵抗群」は「傾向無」が多く，１３．０％，１５．１％「無抵抗群」

が高い傾向にある。女子では，両群ともに「傾向無」が多く，「無抵抗群」が１３．２％高い傾向

にある。

　『ちょっとしたことにも，ひどく敏感である』では，総数と男子に有意な関連性が認められ，

総数では両群とも「傾向有」が多く，「抵抗群」が６．９％高い。男子では「抵抗群」では「傾向

有」が多く，１０％高い。「無抵抗群」では「傾向無」が多く９．４％高い傾向にある。

　『人に気がねして，うわさを気にする』では，総数のみに有意な関連性が認められ，「抵抗群」

「無抵抗群」ともに，「傾向有」が多く，「抵抗群」が７．４％高い傾向にある。

　『人のことを気にせず，思った通り実行する』では，総数と男子に有意な関連性が認められ

る。双方の「抵抗群」「無抵抗群」で，「傾向有」が多く，６４．８％～７５．４％を示し，総数では

５．７％，男子では１０．４％「抵抗群」が高い傾向にある。

　『小さいものや弱いものをかわいがる』でも，総数と男子に有意な関連性が認められ，いず

れにおいても「抵抗群」は「傾向有」が多く，それぞれ９．１％，１７．０％と「抵抗群」が高い。

　『目上の者や権威のある者のいうままになる』では，総数と男子に有意な関連性が認められ，

いずれにおいても「抵抗群」「無抵抗群」ともに，「傾向無」が多く，６０．９％～７２．２％を示し，

総数では６．４％，男子では１０．０％と「無抵抗群」が高い傾向にある。

　『人におだてられると，その気になりやすい』では，総数と男子および女子全てに有意な関

連性が認められ，全ての層において「抵抗群」「無抵抗群」ともに，「傾向有」が多く，５５．３％

～７０．５％を占め，総数では１２．０％，男子では１２．５％，女子は１０．３％「抵抗群」が高い傾向にあ

る。

　最後に『人がうらやましく，ねたましいと思うことがある』では，総数と男子に有意な関連

性が認められ，いずれにおいても両群ともに，「傾向有」が多く，５４．４％～６６．３％を示し，そ

れぞれ７．１％，１１．９％と「抵抗群」が高い。（Ｐ値は，表３を参照）
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表５　４領域と関連が認められた性格項目

孤
食
抵
抗

意
識

人
間
教
育

受
容

現
在
の

目
標

現
在
の

不
満
悩
み

項目・カテゴリー

★　□♂　　　①　世話好きで， 頼まれると気楽に引き受ける．Ａ
同
調
性
性
格

　　　★　□♂②　あけっぴろげで陽気である． 

　　★　□★　□♂③　とりこし苦労をして，ふさぎこみがちになる． 

★　□　　★　□♂♀④　過去にとらわれず， 現実にそった考え方をする．

　　★　□♂★　　♂⑤　自分のことを， 平気で人にまかせておける．

　　★　　　♀　①　人に従うのが嫌いで， 自分を主張し実行する． Ｂ
能
動
性
性
格

　　　　②　何でも大きなことが好き． 

　　★　□♂　③　楽なことより， 困難なことや冒険を好む． 

　　　　④　人に頼らず， 何でも自分で決めてしまう． 

★　　　♀　★　□♂　⑤　他人を自分のペースに巻き込む． 

★　□　♀★　□♂★　□♂♀　①　粘り強く， 何かを始めると夢中になる． Ｃ
粘
着
性
性
格

★　□♂♀★　□　　②　几帳面できちんとしていないと気がすまない． 

　★　□♂♀　★　□♂♀③　何の原因もなく， 急に不機嫌になることがある．

　　★　　♂★　□♂④　がまん強いが， たえらえれないで爆発する．

★　　♂　★　□　⑤　礼儀正しいが， 型苦しく窮屈な方である． 

　　★　□　♀★　□♂♀①　自分のすることに自信がない． Ｄ
過
敏
性
性
格

★　□♂♀★　□♂♀　★　□♂②　身体の具合に敏感で， 健康状態が気になる． 

　　　★　□　♀③　気になったことが頭から離れず， 苦しむ． 

★　□♂　　★　□♂♀④　ちょっとしたことにも， ひどく敏感である． 

★　□　★　□★　□♂♀⑤　人にきがねして， うわさを気にする． 

　　　★　□①　おおぜいの人がいる所にいるのを好まない． Ｅ
内
閉
性
性
格

　　　　②　真面目であまり冗談など言ったりしない． 

　★　□♂♀★　□♂♀★　□♂③　人と変わった偏屈なところがある． 

　　★　□★　□　♀④　現実よりも理想を重んじる． 

★　□♂　　　⑤　人のことを気にせず， 思った通り実行する． 

　　　★　□①　思ったことでも， なかなか実行できない． Ｆ
受
動
性
性
格

★　□♂★　□♂　　②　小さなものや弱いものをかわいがる． 

　　　★　□♂③　依頼心が強い． 

　　　★　□♂♀④　優柔不断である． 

★　□★　□♂★　□♂♀　⑤　目上の者や権威のある者の言うままになる． 

　　★　□♂★　　♂①　派手好きで， 流行に敏感である． Ｇ
自
己
顕
示
性
性
格

★　□♂♀　　★　□♂②　人におだてられると， その気になりやすい． 

　　　★　□♂③　何かに憧れたり， 空想にふけったりする． 

　　　★　　　♀④　自分の力以上のことを望む方である． 

★　□♂　　★　□♂♀⑤　人がうらやましく， ねたましいと思うことがある． 

★印は，有意な関連が認められた項目で，□印は総数に，♂印は男子，♀印は女子に認められたもの。



蘯　まとめ

　今回実施した「人間教育の受容意識」および「孤食に対する抵抗意識の有無」と「性格」と

の関連を検討した結果，有意な関連が認められたのは前者が３５項目中７項目，後者が１４項目で

あった。また，両者共通に有意な関連がみられたのは，

　　①粘り強く，何かを始めると夢中になる。　　　　　（粘着性性格）

　　②几帳面で，きちんとしていないと気がすまない。（　同　上　）

　　③身体の具合に敏感で，健康状態が気になる。　　　（過敏性性格）

　　④小さいものや弱いものをかわいがる。　　　　　　（受動性性格）

　　⑤目上の者や権威のある者のいうままになる。　　　（　同　上　）の５項目であった。

　また，男子・女子の層別比較をみてみると，４領域全てにおいて女子より男子に有意な関連が

多く認められるのは注目すべき結果である。

　さて，先に第３報・第４報で報告したように，高校生が抱えている「現在の不満・悩み」の

原因と（精神的要因群と社会的要因群の２群に分類）「性格」との関連を検討した結果，有意

な関連がみられたのは，３５項目中２２項目であった。その中，以下の１４項目が 「不満・悩み」と

「性格」に特有な項目であった。

　　①あけっぴろげで陽気である。　　　　　　　　　　（同調性性格）

　　②過去にとらわれず，現実にそった考え方をする。（　同　上　）

　　③何の原因もなく，急に不機嫌になることがある。（粘着性性格）

　　④身体の具合に敏感で，健康状態が気になる。　　　（過敏性性格）

　　⑤気になったことが頭から離れず苦しむ。　　　　　（　同　上　）

　　⑥ちょっとしたことにも，ひどく敏感である。　　　（　同　上　）

　　⑦おおぜいの人がいる所にいるのを好まない。　　　（内閉性性格）

　　⑧思ったことでも，なかなか実行できない。　　　　（受動性性格）

　　⑨依頼心が強い。　　　　　　　　　　　　　　　　（　同　上　）

　　⑩優柔不断である。　　　　　　　　　　　　　　　（　同　上　）

　　⑪人におだてられると，その気になりやすい。　　　（自己顕示性性格）

　　⑫何かに憧れたり，空想にふけったりする。　　　　（　同　上　）

　　⑬自分の力以上のことを望むほうである。　　　　　（　同　上　）

　　⑭人が羨ましく，妬ましいと思うことがある。　　　（　同　上　）

　一方，「現在の目標」と（精神的欲求群と社会的欲求群の２群に分類）「性格」との関連を検

討した結果，有意な関連が認められたのは３５項目中，以下の１４項目であった。その中次の６項

目が「目標と性格」に特有の項目である。

　　①人に従うのが嫌いで，自分を主張し実行する。　　（能動性性格）

　　②楽なことより，困難なことや冒険を好む。　　　　（　同　上　）

　　③他人を自分のペースに巻き込む。　　　　　　　　（　同　上　）

　　④粘り強く，何かを始めると夢中になる。　　　　　（粘着性性格）

　　⑤礼儀正しいが，堅苦しく窮屈な方である。　　　　（　同　上　）

　　⑥目上の者や権威のある者の言うままになる。　　　（受動性性格）
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　そして，次の８項目は「不満・悩みと性格」，「現在の目標と性格」に共通して有意な関連が

認められた項目である。

　　①とりこし苦労をして，ふさぎこみがちになる。　　（同調性性格）

　　②自分のことを，平気で人にまかせておける。　　　（　同　上　）

　　③がまん強いが，たえられないで爆発する。　　　　（粘着性性格）

　　④自分のすることに自信がない。　　　　　　　　　（過敏性性格）

　　⑤人に気がねして，うわさを気にする。　　　　　　（　同　上　）

　　⑥人と変わった偏屈なところがある。　　　　　　　（内閉性性格）

　　⑦現実よりも理想を重んじる。　　　　　　　　　　（　同　上　）

　　⑧派手好きで，流行に敏感である。　　　　　　　　（自己顕示性性格）

　以上の結果（表５参照）から明確なように性格をタイプ別にみると，「現在の不満・悩み」

では，有意な関連が多く認められた。なかでも，Ａタイプ（同調性性格）・Ｄタイプ（過敏性

性格）・Ｇタイプ（自己顕示性性格）が顕著で，続いてＥタイプ（内閉性性格）・Ｆタイプ（受

動性性格）と関連が高いという興味深い結果がみられた。つまり，若年層の「不満・悩み」が，

人と協調し，環境を素直に受け入れていく同調性性格，自分を取り巻く状況に対して，とても

敏感に反応する過敏性性格，自分を目立たせようと，他人とは違ったところをみせようとする

自己顕示性格に，高い関連が認められることは興味深い。

　これに対して，若年層の「現在の目標」でも有意な関連がみられ，Ｂタイプ（能動性性格）・

Ｃタイプ（粘着性性格）と関連が高い。つまり，他に対しては自分のほうから積極的に働きか

け，行動しようとする能動性性格，自分のおかれている状況を受け入れ，それに固執しようと

する粘着性性格と関連がみられる。

　今回の「人間教育受容意識と性格」との関連では，Ｃタイプ（粘着性性格）が、「孤食に対

する抵抗意識の有無と性格」との関連では，同じくＣタイプ（粘着性性格），他にＤタイプ（過

敏性性格）と関連が認められるが，「人間教育受容意識と性格」は，他の領域よりは性格との

関連は低いようである。

Ⅳ．おわりに

　本研究は冒頭で既述した通り，「食と心の教育の関連～健康におよぼす食物栄養学的，心理

学的、哲学的影響」のテーマで，「日本学術振興会科学研究費補助金」のもとに，平成１１～１４

年度の４年間にわたり，食生活・心理学・哲学・統計学の分野と連携をはかり共同研究を行っ

てきたものの一部である。

　若年層（高校生・短大生）と社会人との世代別の相違なども検討したく，短大生１，１１１名，

高校生１，３２０名，社会人６０７名，総計３，０３８名を対象に３３０項目にわたってのアンケート調査を実

施して分析・考察を試みてきた。何分，私達は初めての経験でもあり，実施する前に検討を重

ねたつもりが，実際に施行してみると，

　盧質問項目が多すぎた。

　盪回答欄が曖昧だったり・迷いやすい表記をさけて的確な表現の工夫が必要であった。
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　蘯十分な検討を行う時間不足である…など，あげると限りがない位問題点に気がついた。

　そのうえ，膨大なデータの分析は，まだまだ残っているわけで，今後もこのデータをもとに

研究を続けていく予定である。

　現在の若年層の食生活の改善は知識を与えるだけでは困難で，心のあり様・性格とも無縁で

はないと思われる。若者達の人間としての生き方・食生活・性格がどう関わりを持ち，どのよ

うに指導・教育していけばよいのか，いまだ改善要因を探り始めたばかりであるが，社会人の

解析も行い，年齢層や所属集団の違いを変数に，さらに研究を続け，教育指導に寄与していき

たい。ものごとの原因は多様な要因が複雑に絡んでいるので，一筋縄ではいかないが，人間教

育・食生活・性格の関連の研究から教育現場に貢献していく方法を探り続けたい。
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